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1 ．考察の土台

　福井県理科教育ワーク シ ョ ッ プ研究会 （以下，

本研究会 とい う）は ， 県内の 小学校 ・中学校 ・高

等学校 ・大学の 理科教員と民間企業の 研究員が集

まっ た団体で ，理科好きな子 どもたちを育て る こ

とを目的に，次の 3 点に テ ーマ を絞 っ て研究
⊥）を

進めて い る。

○小 中高間の 系続 陸の 考察 （小 中高連携）

○地域の 教育資源を効果的に利用す るため の 企

　業連携

○教員間の つ なが りを深め る教科問連携

　こ れま で に 40 回を こ える授業を，県内の 小中

高校に広 く公 開 し， そ の 成果を検証 して きた 。 そ

の 結果 ， 発達段階を考慮 した 生活 と直接結び っ く

よ うな特徴の ある教材 を用い た り，ゲス トテ ィ
ー

チ ャ
ーが直接生徒にかかわ っ た りする授業は，子

どもた ちの 学びた い とい う 「意欲」に容易に結び

っ き，知的好奇心 を高め ， 学習効果が高まるこ と

を確認する こ とがで きた 。

2 ．授業力ア ッ プ につ ながる方策の 具体例

　本研究会では，小 中高校問の 理科 の 学び を連続

した学びで 捉えるために，小 中高校問の授業交流

（小中高連携）を積極的に進めて きた。公 開授業

の本数が増えるに従い，異校種か らの 参観者も増

え て い る 。

　そ の 結果 ， 小中高校間の 連続したカ リキ ュ ラム

を提案で きた と同時に ， 参観し た教員同
’t：の 活発

な議論に より，指導観や教材観， 社会科学 と自然

科学の 関連な どの 考察が，授業力 の ア ッ プにつ な

が っ た 。

　 a　 企業人と研究会をもつ

　ゲス トテ ィ
ーチャ

ーとし て招 い た講師には授

業後の研究会に も参加を願い ， 企業人 とい う立場

で意見を い ただ い た 。

　生活の 中に活か されて い る科学技術は，企業に

よっ て創造 され 工夫 ・発展 し て い る。 企業は 効率

性 ・経洲 生とい っ た視点をべ 一
ス に して い る。生

活 と結びつ い た授業で は，科学技術の 利用の され

方を正 しく伝える こ とが ， 科学の 芽 を育て るた め

に は 大事な こ とで ある。

　 b　 異校種 ・異教科の教員による討論

　学校の教員は，異校種の授業を参観し教員 と交

流す る機会が少 な い
。 校種や教科とい っ た狭い 枠

組みを取 り払 うことで ， 授業づ く りや授業分析に

様 々 な立場か らの意見を取 り込むこ とが で きた。

　小中高校の授業を実際に参観する こ とで ，目の

前の子 どもが，どんな学習を して きたか，今後 ど

んな学習を して い くの かを実際に把握で きる。こ

の こ とは授業を設計する上で重要な情報になる 。

　 c 　 メ
ーリン グ リス トの活用

　平常授業の 中で の授業公 開を目標 と して い る

た め ， 授業後に研 究会の 時間が とれ ない こ ともあ

る 。 そ こ で ， メ
ー

リン グ リス トを介して授業者と

参観者が授業に 対 して
，

お 互 い の率直な想 い を述
べ られるように し て い る。

　 メ
ー

ル で の 交流で はあ るが，授業の 質を向上 さ

せ るた め の 建設的な意見が多く見られ，また，討

論して い る内容が リア ル タイ ム に伝わるため，
一

つ の意見 に多数の 人が答えるとい っ た，議論が深

まる効果もみ られた。

　 d　実践 コ ミュ ニ テ ィ
ー2 ）

として の価値

　本研究会 の 取 り組み をきっ かけに して生まれ

た，い ろ い ろな視点を持 っ た人に よる自由で多面

的な討論は，時と し て あた ら し い アイディ ア を生

み，ネ ッ トワ
ー

クを広 げて い く。こ の よ うな実践
コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
に参加 した教員は，勤務校に戻 っ

たときに も別 の 教員と討論をするだろ う。

　教員 の 資質向上 の た め
， 研修が必要 とされ るが

，

本研究会が行 っ て い る公開授業こ そ教師の 力量

形成に大きく影響すると考える 。

3 ．今後の展望

　本研究会が進め る公開授業 へ の参加は，校長や

教育委員会の 理解が必要になる 。 本研究会の 長年

の 実績は ， 本県理科教育界 の 発展 だけでな く， 教

員の 授業力向上 に も寄与 して お り説得力がある。

　今後も福井県の 理科教育の裾野の拡大や理科

教育の 充実に つ なげて い きたい．
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